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Ａ．研究目的 

重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）

はマダニ媒介される人獣共通感染症である。

SFTSV はマダニーマダニ間および動物―マダニ間

でウイルスが維持されている。その為、SFTSV流

行地では野生動物における SFTSVの感染疫学調査

を行うことで、SFTSV感染リスクを評価すること

ができる。本研究は全国のシカ及びイノシシへの

感染状況を調査し、その地域における感染リスク

の増減を評価するものである。 

 

Ｂ．研究方法 

2022 年度に日本国内で捕獲されたイノシシ及

びシカの血清を用いて SFTSV に関する抗体検査及

び遺伝子検出を実施した。 

抗体調査には SFTSV 感染 HuH-7細胞溶解液を抗

原とした間接 ELISA を用いた。遺伝子検出には

SFTSV の S分節特異的プライマーを用いた RT-PCR

を実施した。 

 

（倫理面への配慮） 

特になし 

 

Ｃ．研究結果 

今年度を含めたこれまでの集計結果では、日本

のシカ 4399頭中 1073頭が抗 SFTSV 抗体陽性とな

り陽性率は 24.4％であった。イノシシにおいて

は 3062 頭中 1117 頭が抗 SFTSV抗体陽性となり陽

性率は 36.5％であった。遺伝子陽性率はシカ

1294 頭中 1頭（0.1%）、イノシシ 1350 頭中 3頭

（0.2%）となった。 

2022 年度に新たに解析に用いたイノシシの抗

体検査結果は青森 8頭中 0頭(0%)、富山 19頭中

3頭(13%)、和歌山 220頭中 159頭(72%)、香川 20

頭中 9頭(45%)、長崎 47頭中 2頭(4%)、シカでは

青森 13頭中 0頭(0%)、群馬 10頭中 0頭(0%)、岐

阜 6１頭中 0頭(0%)、和歌山 218頭中 88頭

(40%)、香川 10頭中 0頭(0%)、長崎 156頭中 7頭

(4%)であった。遺伝子検査ではいずれの検体にお

いてもウイルス遺伝子は検出されなかった。 

 

Ｄ．考察 

ヒトや動物の SFTS 症例が多く報告される西日

本ではシカ、イノシシ共に高い抗体陽性率を示し

た。シカではヒト患者が報告されていない東北や

関東の一部においても抗体陽性が示されている。

それに対し、遺伝子陽性率はシカ、イノシシ共に

0.1%、0.2%と共に極めて低い陽性率であった。こ

の低い遺伝子検出率は動物におけるウイルスの感

染性の低さが関与している可能性が考えられる。 

 

Ｅ．結論 

研究要旨： 

重症熱性血小板減少症候群ウイルス（SFTSV）の狩猟者および解体者への感染リスクを検討するため、

全国のシカ及びイノシシより採取した血清を用いて抗SFTSV抗体の検出及び遺伝子検出を実施した。

ヒトや伴侶動物における SFTS 症例が報告される西日本のシカ及びイノシシで高い抗体陽性率が検

出され、関東、東北の一部においても抗体陽性個体を認めた。遺伝子検出率はシカ、イノシシともに

低い陽性率を示した。狩猟者は陽性地域ではマダニ対策が重要であること、解体時に血液からの感

染のリスクはそれほど高くないことが明らかとなった。今後も調査を継続する必要があると考えて

いる。 
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近年、SFTSVは静岡県や千葉県といった新たな

流行地域が報告され、流行地域の拡大が問題視さ

れている。日本国内における SFTSV の正確な分布

域を把握には今後も継続的な全国規模の疫学調査

が必要である。 
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なし 
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３．講演会 

なし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

なし
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